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菌床シイタケの新害虫をヤガ科ナミグルマアツバと同定
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Synthetic Logs as И′α″r/2α ligηθα of the Family Noctuidac
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要約 菌床 シイタケの菌糸を食害す るチ ョウロヤガ科幼虫の飼育羽化成虫の形態を詳 しく検討

し、これまで害虫 としては記録のないナ ミグルマアツバ と同定 した。また、近縁なヒメナ ミグ

ルマアツバ との雌成虫での識別法を開発 した。

背景 と目的

2000年愛媛県のシイ タケ栽培地で、シイ タケ菌床表面の菌糸を食害す る見慣れないヤガ科

幼 虫が発見 されま した。本種が加害 した箇所か らはシイ タケ子実体が発生 しない。ヤガ科幼 虫

は未知のものが多 く、幼虫では同定できなかつたので、飼育 して成虫標本 を得ま した。外部形

態か らは、これまで害虫としては記録のない И4α′α′力α属の 1種であることまで しか同定でな

かったので、関連のタイプ標本の特徴 をさらに詳細に観察・調査 し、種名を正確 に同定す るこ

とを目的 とした。

成果の内容

得 られた本種成虫の雌交尾器 をロン ドン自然史博物館所蔵のナ ミグルマアツバのタイプ標本

のもの と比較 した ところ、本種 は 日本・韓国・ ロシア極東地 区に分布す るナ ミグルマアツバ

/4α″r//7α 嫁″α (図 1左上)と 同定できた。 日本国内に生′自、し、成虫斑紋が本種 と酷似す るヒ

メナ ミグルマアツバ И′α/αttα ″′sαθ (図 1右上)と は、雌交尾器のシグヌム (交尾嚢にある硬

化片)の形状が異な り (図 1下 )、 明瞭に識別できることが分かつた。 また本種の幼 虫形態は

中村 (1989)に よつて既 に報告 されているが (図 3右 )、 今回得 られたもの とは明 らかに異な

る別種 と思われたため、改めてナ ミグルマアツバの幼 虫形態 として報告 した (図 2、 図 3左 )。

本種によるシイタケヘの被害は、現在 までに愛媛県か らのみ確認 されてるが、他の都道府県

でも今後の発生に注意す る必要がある。ただ し、ほだ木シイ タケヘの加害は見つかつていない。

食菌性 はチ ョウロではまれであ り、以前に報告 したムラサキアツバ ω′ο
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境研究成果情報第 19集 )と ともに、今回の И″鍬滋α属での食菌性の種の発見は、学術的にも

特筆すべきものであるc
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具体的データ

図1 ナミグルマアツバとヒメナミグルマアツバの成虫と雌交尾器

両種の成虫は酷似する。しかし、下に示した雌交尾器において、左図では二又の短いシグヌム (交尾嚢

にある硬化片)だが、右図では一列の長いシグヌムとなる。成虫には目盛りを付けた。

↑
背方

↓震方
ナミグルマアツパ    中村(1980Dの “ナミグルマアツパ"

く奮松模写)

図3 ナ ミグルマアツバ終齢幼虫第 1腹節の刺毛配列図

spは気門、他の文字は刺毛を示す。左図では SV3刺 毛 (赤字)があり、

Dl,D2,SDl,Llの 各刺毛基板部が盛 り上がる (赤矢印)。
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図2 ナミグルマアツバ終齢幼虫
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